失敗なし学習と能動的活動が認知症者に与える影響について―評価指標の定量化および介入プログラムの開発と効果の検証 by unknown





















































また，33名に 3名を加えた 36名（男性 14名，女性 22名，平均年齢：82.25歳±7.42歳，MCI6
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名，AD13名，VD15名，レビ－小体型認知症 1名，不明 1名）の立方体模写を，筆者の採点方法（以

















手指・賦活化体操を組み込み，1回約 60分の介入プログラムとした．  
対象は介護老人保健施設に入所していた 36名（介入群 21名，対照群 15名）であったが，介入
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介護福祉士らから介入群の介入が始まってからの日常生活上の変化について聴取した． 
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模写（作田式）が有効であることが，介入プログラムの結果と実際の生活場面での変化から認め












（2016年 3月 31日発行予定） 
 










 本研究 2 は、実際に行われた介入プログラムの効果の検討であった。実証水準を上げるために
介入群と対照群を比較・検討する準実験法により吟味されたが、介入群と対照群への軽度認知症
対象者の無作為配分が前提であるにもかかわらず、実際にはそれが叶わなかった点は、論述され
た効果を割り引いて評価せざるを得ない。 
 また、本研究で操作された「失敗なし学習」の課題が認知症者のオペラント行動といえるかど
うかは疑問の残るところである。そもそも、表題に「失敗なし学習」という術語を掲げておきな
がら、学習理論に言及しないのは釈然としない。認知症者の意欲や認知症の程度に応じて能動的
に課題（ぬり絵、切りぬり絵、ベグパズル、計算）に取り組めるように意図し、しかも認知症者
に失敗させないための工夫を織り込み達成感を抱きうる「失敗なし学習」を取り入れた介入プロ
グラムを開発した点は、無論、評価できるが、そこで認知症者によって行われた学習行動は、ど
のような学習理論の観点から効果をもたらしたのか、詳しい論述がなされなければならなかった
のではなかろうか。従来、心理学分野で展開されてきた学論や、脳の機能・器質的障害の検査に
適用されてきた作業検査法（例えば、ベンダーゲシュタルト検査）などとの関連が記述されてい
ないのも、心理学研究科に提出された学位請求論文としてのスケールを大きいものにしていない。 
 しかしながら、本研究を全体としてみたとき、介護環境下という制約や、高齢認知対象者の類
型差など、困難な条件や環境があった点は十分想像され、この分野に投じた研究成果はむしろ大
きいと言うべきであろう。 
